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地 域 の 話 題 を 紹 介 し ま す

竹と生け花の組合せで新年を彩る佐渡の原生林の将来像を考える会　1月18日
　大佐渡山脈に広がる原
生林について、今後どのよ
うに保存や活用をしていく
かを話し合う会が開催され
ました。写真展や洞爺湖サ
ミット会場に展示されたこ
とで注目を集めているこの

原生林は、新潟大学演習林や関集落の共有林となっていま
す。この日は、新潟大学関係者や地元住民のほか、原生林に
関心のある方など約100人が集まり、環境保全や入山者の制
限、ガイドの養成などについて、活発な議論がなされました。
　今後は、ワーキンググループなどで具体的な取組みについ
て話し合われます。

　荒廃する佐渡の竹資源
を見直し利用する取組みと
して、お正月の間、佐渡・花
の島プロジェクトが企画し
た「ウエルカムフラワー」が、
市役所などに飾られました。
　また、花による地域活性
化に取組んでいる金井生
き活き塾では、竹に松や梅
をあしらった飾りを金井地
区の商店街に設置し、地
元の竹をＰＲしました。

決意を新たに
佐渡市消防出初式　1月11日

　赤泊地区で、消防出初式が行われました。市中行
進では、雪の舞う中、市内４消防団員と市消防職員
など約400人が、消防車両13台とともに、赤泊地区
市街地を行進しました。防災の最前線に立ち、住民
の生命と財産を守る地域防災の要として、決意を新たにしていました。

赤泊

かるたで楽しく“食”を学ぶ
新春食育ジャンボかるた大会　1月14日

　小木保育園と小木幼稚園で、“食育ジャンボかるた大会”が行われました。か
るたは、県佐渡地域振興局と佐渡市健康推進協議会が協力して作成した、たて
約42cm、よこ約30cmの大きな手作りかるたです。絵札には、トキやたらい舟な
ど佐渡らしい絵が描かれ、読み札は「白魚の	おすまし食べて	ひなまつり」「お
けさ柿	変身すれば	あんぽ柿」など、食生活のほか佐渡の食文化や生活習慣な
ども盛り込まれており、園児たちは遊びながら楽しく食育について学びました。
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受講生募集中
科学的健康シェイプアップ教室
・毎週木曜日
　昼の部（14:00～15:30）
　夜の部（18:30～20:00）
・受講料　3000円
（施設使用料は別途必要）
・期間　7週間
お問い合わせ
佐渡スポーツハウス　☎55‐2566㈹
佐渡市吉岡1670番地（南線・吉岡バ
ス停下車徒歩３分、真野球場隣接）

 佐渡スポーツハウスで
　いきいき健康ライフ！

市役所本庁舎に飾られたウエル
カムフラワー（池坊共催）


